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「TASKE」

NHKのバリバラ(バリアフリーバラエティー)SHOW-1グランプリニ年連続覇者のTASKEは
東京近郊でもっともオープンマイクイベントの主催を勢力的にこなしてきた男であろうし
まあそういう意味では全国区のパフォーマーだとも言えるが
企画の集客には苦戦している様子が彼のSNSからは日々伺えた

つらそうなのである。

年は自分より一つ下、今年四十九
しかし、はじめて彼と会ったのは新宿のガード下で互いに路上のミュージシャンとてして
二人とも詩の朗読の世界に踏み入れるまえの話だ
独特の音階を駆使する彼のキーボードとその音楽、メロディ、歌詞は、
日本のアンダーグラウンドアートのシーンでもともと知る人ぞ知るという存在であったと思う
もう二十年以上前の話になるが、京都大学吉田寮で夜通し行われた2DAYSのイベントでは大トリを
つとめ
それは生涯たった一度切ぼくが、他人のライブで拳を突き上げたという瞬間にもなった

2008年の暮れに行われたモリマサ公と三角みづ紀の共催イベント「シップス-家族-」において
詩集の出版をかけたスラム(詩の朗読競技)でTASKEは優勝し
元「詩学」に勤務、後に1000番出版を立ちあげたしげかねさんのところから
100部、詩集が出たと思う
いま思うと、しげかねさんもかなりこれ奮発してるよね
(※ちなみにこの「シップス-家族-」ではゲストで遠藤ミチロウも出演してた)

その後彼は、主戦場を詩の朗読を中心としたオープンマイクに移した
彼を慕う人も少なくないだろうが
アーティストTASKEにとってそれは、自分からみると悪手に見えた
ステージに立ちながら
場を仕切って
なおかつ経済的に何のメリットもないことを継続するということ
プロではなく、また割り切って趣味でこういうことをしています　でない種類の人間にとってこれ
はきつい物語だ
そうすることしかできない人間

数日前、TASKE企画のオープンマイクの動画を観た
知的障害を持つ女の子が安心しきった表情でTASKEにおんぶされていた
TASKEは女の子をおんぶしながら、マイクロフォンに向かって叫んでいる
それをみて俺は、美しいと思った。




